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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

反
対
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
は
政
府
の
最
も
重
要
な
責
務
で

あ
る
。
わ
が
国
の
安
全
を
確
保
し
て

い
く
に
は
日
米
間
の
安
全
保
障
・
防

衛
協
力
を
強
化
し
、
域
内
外
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
信
頼
・
協
力
関
係
を
深

め
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
切
れ
目
の
な

い
対
応
を
可
能
と
す
る
法
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
国
会
審
議
の
中
で
国
民

の
理
解
を
得
る
努
力
を
図
り
、
必
要

な
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
際
に
は
今
国

会
で
の
成
立
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
、

本
意
見
書
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

国
会
審
議
で
、
安
保
法
制
が
「
戦

争
法
案
」
と
呼
ぶ
べ
き
危
険
な
法
案

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

１
つ
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
戦

闘
地
域
で
の
兵
站
な
ど
、
憲
法
を
踏

み
破
っ
て
海
外
で
戦
争
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
米
国
追
随
の
政

府
で
は
、
米
国
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま

に
集
団
的
自
衛
権
を
発
動
す
る
危
険

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
過
去
の
戦

争
を
間
違
っ
た
戦
争
と
も
認
め
な
い

勢
力
が
憲
法
第
９
条
を
壊
し
て
海
外

で
戦
争
す
る
こ
と
ほ
ど
危
険
な
も
の

は
な
い
。
国
民
の
理
解
も
得
ら
れ
な

い
法
案
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

横
田
基
地
周
辺
の
５
市
１
町
だ
け

で
も　

万
人
余
り
が
暮
ら
し
、
学
校

５１

や
保
育
園
、
老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、

住
宅
が
建
ち
並
ぶ
人
口
密
集
地
域
。

横
田
基
地
の
米
軍
の
有
視
界
飛
行
訓

横
田
基
地
へ
の
C
V　

オ
ス
プ
レ

２２

イ
の
配
備
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

練
エ
リ
ア
は
１
都
８
県
に
ま
た
が
り
、

小
金
井
市
上
空
も
飛
行
訓
練
エ
リ
ア

に
含
ま
れ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
爆
音

被
害
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

墜
落
事
故
の
危
険
性
か
ら
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
に
、
小
金
井
市
議
会

が
日
米
両
政
府
に
抗
議
の
意
思
表
示

を
行
い
、「
配
備
撤
回
」
を
求
め
る
の

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

我
が
国
に
お
い
て
、
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
は
、
主
に
水
田
に
お

け
る
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
等
の
防
除
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
吸
汁
害
虫
に
対

し
て
優
れ
た
防
除
効
果
を
持
ち
な
が

ら
、
他
の
殺
虫
剤
に
比
べ
て
人
や
水

生
生
物
に
対
す
る
毒
性
が
弱
い
こ
と

か
ら
、
稲
の
開
花
後
に
付
く
カ
メ
ム

シ
防
除
等
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

農
作
物
や
発
生
す
る
病
害
虫
は
国
に

よ
っ
て
異
な
り
、
我
が
国
の
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

被
害
事
例
調
査
の
蓄
積
や
農
薬
の
適

切
な
使
用
方
法
の
徹
底
を
政
府
に
求

め
、
本
意
見
書
に
反
対
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

新
た
な
市
民
協
働
事
業
と
し
て
委

託
を
開
始
し
た
は
ず
の
貫
井
北
セ
ン

タ
ー
の
公
民
館
・
図
書
館
事
業
。
し

か
し
、
協
働
に
欠
か
せ
な
い
「
対
等

な
関
係
」
は
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
。

「
対
等
な
関
係
」
と
は
ど
の
よ
う
な

状
態
を
指
す
の
か
、
公
民
館
・
図
書

館
は
ど
の
よ
う
な
「
協
働
事
業
」
を

望
ま
し
い
と
考
え
る
の
か
、
検
証
が

必
要
。
人
が
育
ち
地
域
が
豊
か
に
耕

さ
れ
る
社
会
教
育
施
設
と
し
て
公
民

危
険
な
農
薬
か
ら
子
ど
も
と

食
物
と
環
境
を
守
る
法
律
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

公
民
館
・
図
書
館
の
中
長
期

計
画
を
早
急
に
策
定

す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

館
・
図
書
館
が
担
う
役
割
や
、
そ
の

た
め
の
中
長
期
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
踏
ま

え
て
策
定
す
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

福
祉
会
館
の
建
て
替
え
は
、
平
成

　

年
度
に
耐
震
診
断
を
し
て
以
来
、

２２補
強
工
事
か
建
て
替
え
か
検
討
の
結

果
、
仮
移
転
が
財
政
上
困
難
と
し
て

新
た
な
場
所
で
の
建
て
替
え
と
い
う

方
針
が
出
さ
れ
た
。
３
月
議
会
以
来
、

現
福
祉
会
館
の
安
全
性
を
求
め
る
声

が
多
く
な
り
、
今
回
基
本
的
に
使
用

停
止
と
の
結
論
を
出
し
た
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
。
本
決
議
は
議
論
を
４

年
前
に
戻
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
無
視
し
、
議
会
側
の
認

識
の
甘
さ
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、

早
期
の
建
て
替
え
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

福
祉
会
館
は
平
成　

年
度
の
耐
震

２２

調
査
で
耐
震
強
度
が
著
し
く
不
足
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
対
策

が
非
常
に
遅
れ
て
き
た
。
６
月
に
な

っ
て
も
仮
移
転
の
具
体
的
内
容
は
何

も
固
ま
っ
て
い
な
い
。
我
々
は
一
貫

し
て
人
命
尊
重
と
言
っ
て
き
た
。
反

対
討
論
者
は
「
財
政
」
と
言
う
が
、

　
「
人
命
」以
上
に
尊
重
す
る
と
い
う

の
か
。
人
命
軽
視
で
、
耳
を
疑
う
。

　

市
長
は
、
緊
急
仮
移
転
の
詳
細
を

一
刻
も
早
く
と
り
ま
と
め
、
利
用
者

の
不
安
を
取
り
除
き
、
関
連
予
算
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

現
在
の
福
祉
会
館
は
耐
震
性
に
問

題
が
あ
り
、
緊
急
仮
移
転
に
全
力
を

傾
注
す
べ
き
と
い
う
表
現
に
問
題
は

な
い
。
し
か
し
、
本
決
議
の
内
容
で

は
、
議
会
が
重
大
な
ミ
ス
リ
ー
ド
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
行
政
か
ら
の
最

福
祉
会
館
の
緊
急
仮
移
転
に
全
力

を
傾
注
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

初
の
提
案
は
、
仮
移
転
せ
ず
に
現
行

の
ま
ま
利
用
し
、
３
年
以
内
で
新
し

い
福
祉
会
館
を
建
設
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
同
建
設
計
画
が
提
案
さ

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
仮
移
転
の
件
が

議
会
で
浮
上
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
、
最
も
注
力
す
べ
き
は
本
来
の
目

的
で
あ
る
新
福
祉
会
館
の
建
設
を
早

急
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
議
会
の
指
摘
も
あ
り
、
組
織
の

体
質
改
善
を
図
り
、
人
材
登
用
、
研

修
等
、
適
切
に
対
応
で
き
る
旨
、
質

疑
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
公
民
館
運

営
審
議
会
、
図
書
館
協
議
会
が
現
段

階
で
条
件
ク
リ
ア
と
考
え
る
こ
と
は

経
緯
か
ら
当
然
。
教
育
委
員
会
の
対

応
を
み
れ
ば
付
帯
決
議
を
重
く
受
け

止
め
て
お
り
、
決
し
て
無
視
し
た
と

ま
で
言
え
な
い
。
教
育
長
や
市
長
に

猛
省
を
促
す
こ
と
に
当
て
は
ま
ら
ず
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て
全
体

が
一
致
団
結
し
て
セ
ン
タ
ー
委
託
化

を
８
月
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
後
押

し
を
期
待
し
、
本
決
議
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

以
前
の
決
議
以
降
、
東
セ
ン
タ
ー

利
用
者
懇
談
会
の
実
施
、
委
託
予
定

者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
す
る
貫
井

北
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
評
価
結
果
は
、

新
し
く
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
書
館
、
図
書

館
協
議
会
、
公
民
館
、
公
民
館
運
営

審
議
会
の
全
て
が
高
い
評
価
を
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
貫
井
北
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て
は
離
職
者
も

な
く
業
務
が
遂
行
さ
れ
、
図
書
館
、

公
民
館
の
事
業
運
営
は
安
定
し
て
提

供
さ
れ
て
お
り
、
組
織
と
し
て
東
セ

ン
タ
ー
を
請
け
負
う
力
が
あ
る
と
判

断
す
る
た
め
、
本
決
議
に
反
対
す
る
。

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
化
に
つ
い
て

議
会
の
決
議
を
無
視
し
た
こ
と
に

対
し
、
教
育
長
及
び
市
長
へ
の

猛
省
を
求
め
る
決
議

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　緑：緑・市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会　小：小金井自由民主意見書・決議の審議結果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

小お会緑改改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。要旨原稿は提案
議員が作成しています。
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原　案
可　決○○○○議×○○○○○○××××○○○○△△△△

原発事故避難者への住宅無償提供を２０１６年度で終える福島県と政府の方針は、
事故の風化を図り被災者を見捨てるもの。県の方針撤回、政府による継続的住
宅支援の法制度の確立、全避難者対象の公聴会開催を求める。

原発事故避難者の住宅支援の継続を
求める意見書

原　案
可　決○○○×議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

認知症の予防・治療法の確立、ケアやサービスなど認知症に対する総合的な施
策について定めた法律を早期に制定すること、また、地域包括ケアシステムの
中に認知症対策を適切に組み入れることを政府に求める。

認知症への取組の充実強化に関する
意見書

原　案
可　決○○○×議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

国保改革に当たり、少子高齢化が進む中、地方創生の観点から人口減少問題に
取り組む自治体の、子ども等に係る医療費助成と国保の国庫負担減額調整措置
の在り方について、早急に検討し結論を出すことを政府に求める。

地方単独事業に係る国民健康保険の
減額調整措置の見直しを求める意見
書

原　案
可　決○○○○議△○○○○○○××××○○○○△△△△

福島第一原発事故について、廃炉・汚染水対策、除染作業従事者の労働条件改
善、危険手当等の末端までの支給、医療体制拡充、東京電力の賠償打切り方針
の撤回、復興公営住宅への入居対象拡充・増設を政府に求める。

福島第一原発の被災者及び原発労働
者への支援の拡充を求める意見書

原　案
可　決△○○○議○○○△△○○○○○○○○○○△△△△

労働者保護ルールに逆行し雇用を不安定にする恐れのある「解雇の金銭解決制
度」「ホワイトカラー・イグゼンプションの導入」「限定正社員制度の普及」等
は労働者の意向を踏まえ、慎重に対応することを政府に求める。

労働者保護ルールの見直しを求める
意見書

原　案
可　決×○○○議×○○○○○○××××○○○○××××

本法案は、対象犯罪を拡大し、盗聴を警察の日常の捜査方法とし、メールやフ
ェイスブック、ツイッターも通信傍受が可能だと答弁があった。全国１８の弁護
士会も改正案に反対を表明している。以上のことから反対する。

捜査機関による盗聴を拡大する通信
傍受法改正案に反対する意見書

原　案
可　決×○○○議×○○○○○○××××○○○○××××

政府は「安保法案」を国会に提出した。日本が攻撃されていないのに、他国の
戦争に自衛隊が参加することは、徹底した恒久平和主義を定めた憲法に違反す
る。よって、安全保障関連法案の撤回を政府に求める。　

集団的自衛権行使を可能にする憲法
違反の「安保法案」を撤回すること
を求める意見書

原　案
可　決△○○○議△○○○○○○××××○○○○××××５月１２日に、日米両政府が米空軍の垂直離着陸輸送機ＣＶ２２オスプレイの横田

基地配備方針を発表したことに対して、配備方針の撤回を政府に求める。
横田基地へのＣＶ２２オスプレイの配
備撤回を求める意見書

原　案
可　決○○○○議△○○○○○○××××○○○○△△△△

ネオニコチノイド系農薬は、環境だけでなく子どもの脳や神経の発達にも影響
を与えることが科学者により指摘されている。このような危険な農薬から子ど
もや食物、環境を守るため、関係する法律の制定を政府に求める。

危険な農薬から子どもと食物と環境
を守る法律の制定を求める意見書

原　案
可　決×○○○議×○○○○○○××××○○○○××××

明確な将来ビジョンがない中、個別の館の運営主体を変えるだけの議論を行う
ことは持続可能なより良い小金井市の社会教育の実現に向けても有害である。
早急に市の公民館・図書館の中長期計画を策定することを求める。

公民館・図書館の中長期計画を早急
に策定することを求める決議

原　案
可　決×○○○議×○○○○○○××××○○○○××××

利用者や職員の生命・身体の安全を確保するため緊急仮移転に全力を傾注する
こと、仮移転に当たり、利用団体、利用者の不安や負担を和らげるために十分
な説明を行い、予算措置を含め適切な対策を講じることを求める。

福祉会館の緊急仮移転に全力を傾注
することを求める決議

原　案
可　決×○○○議×○○○○○○××××○○○○××××

市議会は、第１回定例会で東センターの委託化についての予算の執行停止を全
会派一致で求めた。これに対し、教育長と市長が議会の意志を無視して８月か
らの委託化を前提に協議を進めたことについて、猛省を求める。

東センターの委託化について議会の
決議を無視したことに対し、教育長
及び市長へ猛省を求める決議
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